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会報
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『東久留米稲門会』誕生
ノ〃髪ν陥強、

早
稲
田
大
碁壬
禁
業
生
の
交
流
団

体
を
東
久
留
米
市
に
も

つ
く
ろ
う

と
、
昨
年
秋
以
来
薔甲
備
に
奔
走
じ

て
い
た
有
志
の
努
力
が
実
を
結
び

四
月
十
六
日

「
東
久
留
米
細
出
］会

」
設
立
総
会
が
同
市
幸
町
の
市
商

工
会
館
で
開
か
れ
た
。
来
‐賓
と
し

て
地
元
の
稲
葉
三
千
男
市
長
、
早

稲
田
の
小
山
宙
丸
前
総
長
、
中
島

宏
校
友
会
代
表
幹
事
、
佐
藤
文
男

Ｕ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
調
査
役
の
ほ
か
小

平
、
田
無
、
保
谷
の
近
隣
三
市
か

ら
稲
門
会
代
表
を
迎
え
、
新
規
入

会
の
会
員
約
八
十
名
が
参
加
し
た

織
事
は
規
約
案
の
承
認
に
始
ま

り
、
会
長
に
設
立
準
備
会
代
表
の

安
宅
武

一
氏
を
推

， 亭
す
る
な
ど
役

員
選
出
と
そ
の
紹
〈
へ

さ
ら
に
平

成
七
年
度
の
事
業
計
画
案
、
会
計

報
告
な
ど
満
場

一
致
で
承
詔
、
新

会
長
、
来
賓
の
挨
拶
が
行
わ
れ
都

内
三
十
二
番
目
の
地
域
校
友
会
が

誕
生
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

総
会
閉
会
後
、
直
ち
に
同
じ
会

場
で
早
稲
田
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の
懇
親

会
が
開
か
れ
、
地
域
を
と
も
に
す

る
校
友
が
世
代
や
職
業
の
違
い
を

越
え
胸
襟
を
開
い
て
歓
談
の
花
を

咲
か
せ
た
。

な
お
東
久
留
米
市
在
住

の
早
大

卒
業
生
は
総
数
八
百
六
十
名
、
う

ち
設
立
総
会
当
日
現
在
で
百
八
人

が
当
稲
門
会

へ
の
入
会
、
ま
た
は

入
会
の
意
思
を
表
明
し
て
い
る
。

今
回
初
代
会
長
の
大
任
を
お
引

き
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

本
白
決
議
い
た
だ
き
ま
し
た
東

久
留
米
稲
門
会
規
約
第
二
条
に
は

「本
会
は
会
員
相
互

の
親
睦
お
よ

び
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、
早
稲

田
大
学
お
よ
び
東
久
留
米
市
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
」
と
格
調
高
く
調
わ
れ
て
お
り

こ
の
目
的
を
忠
実
に
実
行
し
て
ゆ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
具

体
的
な
私
の
方
針
は
次
の
三
点
に

集
約
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
第

一
に
、

こ
じ
ん
ま
り
と

サ
ロ
ン
的
に
ま
と
ま
る
の
で
は
な

く
大
き
な
輸
茅
▼広
げ
た
い
。
Ｐ
Ｒ

不
足
か
ら
加
入
の
意
向
が

つ
か
め

な
い
方
々
も
、
将
来
必
ず
東
久
留

米
稲
門
会
の
旗

の
も
と
に
お
集
ま

り
願
え
る
よ
う
今
か
ら
努
力
し
た

い
。
ま
た
現
役
学
生
諸
君
に
も
呼

び
か
け
、
私
達
が
企
画
し
実
行
す

る
イ
ベ
ン
ト
に
参
ｒ洲
し
て
も
ら
お

う
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

方
針
の
第
二
は
、
本
部
な
ら
び

に
大
学
と
常
に
密
接
な
連
絡
を
保

ち
東
久
留
米
稲
門
会

に
最
新
の
情

報
を
プ
ー
ル
し
て
第
二
の
心
の
故

郷
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
同
時
に
校

友
会
本
部
を
通
し
て
大
基子
を
支
援

し
て
ゆ
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
は

ま
ず
当
面
、
本
部
の
意
向
を
体
し

て
か

っ
ち
り
し
た
組
織
を

つ
く
り

頼
り
に
な
る
有
能
な
事
務
局
を
機

，

能
さ
せ
ね
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

．
第
二
の
方
針
と
し
て
は
、
私
逮

は
緑
多
く
暮
ら
し
や
す
い
東
久
留

米
市
の
発
展
を
切
に
願

っ
て
お
り

ま
す
。
現
在
当
市
の
世
帯
数
は
四

万
二
千
、
そ
の
約
二
％
が
校
友
で

す
。
稲
門
会
は
発
足
早
々
で
あ
り

甚
だ
微
力
で
す
が
当
市
の
発
展
に

役
立

つ
よ
う
知
恵
を
し
ば

っ
て
ゆ

き
た
い
。
幸
い
顧
間
に
二
人
の
著

名
な
先
生
方
の
ご
就
任
を
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
先
生
方
の
専
門
の

お
静
が
市
民
の
方
々
に
公
開
さ
れ

る
こ
と
も

一
つ
の
文
化
的
貢
献
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
稲
門
会
設
立
を
記

念
し
て
東
久
留
米
市
に
植
樹
を
し

た
い
と
考
え
、
本
日
市
長
さ
ん
に

目
録
を
お
渡
し
し
た
い
と
用
意
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

以
上
三
点
申
し
上
げ
ま
し
た
が

Ｓ
Ｉ

Ｏ
Ｗ

ｂ

ｕ
ｔ

Ｓ
ｔ
ｅ
ａ
ｄ

ｙ
に
東
久
留
米
稲
門
会
の
明
日
ヘ

の
扉
を
開
い
て
ゆ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を

ぜ
ひ
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（要
旨
）

ロロ■F

~■
さ

“

い。

|‐ 東久留米稲円会」の設立総会が 4月 16日 、東久留米市幸町の同

市商工会館 3階ホールで来賓、会員ら約 100名を集めて開かれ、

規約案の承認、役員選出などを行った。挨拶するのは安宅武一会長

校
友
の
輪
一を

大
き
く
広
げ
た
い

安宅会長

挨  拶

設立総会
平成7仁 4月 16日
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ご
多
忙
の
な
か
当
稲
門
会
の
設
立
総
会

（四
月
十
六
日
開

催
）
に
ご
出
席
い
た
だ
い
た
来
賓
の
方
々
の
う
ち
、
稲
葉
三

千
男

。
東
久
留
米
市
長
、
小
山
宙
丸

。
前
早
大
総
長
、
中
嶋

宏

・
校
友
会
代
表
幹
事
の
ご
祝
辞
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
紙
面
の
都
合
で
ご
く
短
い
要
旨
だ
け
の
収
録

に
な

っ
た
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
ｎ

定
年
の
な
い
地
域
稲
門
会

中
嶋

早
大
校
友
会

代
表
幹
事

今
年
も
大
学
院
、
学
部
、
専
門

昔
の大きな森
のよう
に
錘
畦デ
噸い桂
赫
鍾
姜
ち一「粁抑提

…
　

　

い
取
り
付
い
て
足
に
落
と
さ
な
い
　

来
の
校
友
は
総
数
四
十
六
万
人
、

よ
う
運
ん
だ
も
の
で
す
。
そ
の
後

　

現
存
す
る
校
友
約
四
十
二
万
人
．

出
前異
総長
酬
狂ｒ螂
罐ぎ製
封
い
Ч
』％
賊
躙̈
鱚̈

四
時
間
体
制
で
働
い
て
、
眠
く
な
　
を
含
め
る
と
近
く
七
百
に
達
す
る

東
久
留
米
稲
門
会
の
発
会
を
心
　
　
っ
た
ら
飲
め
と
い
っ
て
渡
さ
れ
た
　

と
思
わ
れ
ま
す
。
東
久
留
米
稲
門

か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
薬
が
、
あ
の
ヒ
ロ
ポ
ン
で
し
た
。　
　
会
は
、・
正
式
に
登
録
さ
れ
て
い
る

稲
門
会
も
、
東
京
の
区
部
に
お

　

空
襲
が
あ
る
と
機
械
を
止
め
て
一　
　
稲
門
会
の
六
百
七
十
六
番
日
、
東

い
て
も
多
摩
地
区
に
お
い
て
も
ま

　

目
散
、
四
方
八
方
に
逃
げ
る
‐．
森
　
京
都
内
で
は
三
十
二
番
目
、
都
下

す
ま
す
充
実
し
て
き
て
お
り
、
本
　
　
の
中
に
入
っ
て
空
襲
が
解
除
に
な
　

で
は
十
九
番
目
に
な
り
ま
す
。

当
に
ご
同
慶
に
た
え
ま
せ
ん
“
　
　
　
る
は
で
待
つ
わ
け
で
す
。
当
時
は
　
　
現
在
、
大
学
は
教
育
研
究
の
充

ち
ょ
っ
と
思
い
出
話
に
な
り
ま

　

大
き
な
森
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。　
　
実
と
財
政
基
盤
確
立
と
い
う
大
規

す
が
、
私
は
旧
制
中
学
四
年
の
と

　

し
か
し
今
で
は
そ
れ
と
様
変
わ
り
　
模
か
つ
多
面
的
な
問
題
に
取
り
組

き
中
島
飛
行
機
に
勤
労
奉
仕
に
い
　

、
東
久
留
米
市
も
十

一
万
の
人
口
　

ん
で
い
ま
す
が
、
校
友
会
も
こ
れ

っ
て
い
ま
し
て
最
初
の
仕
事
が
東

　

が
あ
る
そ
う
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
を
全
面
的
に
支
援
し
よ
う
と
当
面

久
留
米
駅
か
ら
工
場
ま
で
引

っ
込
　
　
　
ひ
と
こ
と
感
想
を
申
し
上
げ
て
　

次
の
具
体
策
三
つ
を
打
ち
出
ｔ
は

み
線
を
つ
く
る
こ
と
で
し
た
。
土

　

お
祝
い
の
言
葉
に
代
え
さ
せ
て
い
　

し
た
ｏ
①
校
友
の
パ
ワ
ー
を
結
果

盛
り
を
し
て
、
そ
こ
へ
枕
木
を
置

　

た
だ
き
ま
す
。
　

，　
　
　
　
　
　
　
す
る
た
め
校
友
の
所
在
の
捕
握
率

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝
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＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝
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＝
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＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

一部
十
六
ハ国国
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　̈
当
市
は
現
在
、
市
役
所
を
建
て
　
・お
籠
の
あ
り
ま
し
た
植
樹
に
つ
き

目

１

当

自
け

，ｒ
　

　

　

一替
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
た
め
の
　

ま

し
て
は
食

第
八
小
専
校
の
ま

羽
Ｆ

ζ
有

利

４

　

　

　

　

行
政
セ
ン
タ
ー
建
設
審
議
会
の
会
　

わ
り
に
都
立
公
園
誘
致
を
考
え
て

長
を
榎
本
先
生

（東
久
留
米
稲
門

　

お
り
、
そ
の
一
番
い
い
と
こ
ろ
に

隔
睫

東
ヽ

野
Ｋ

”

ヨ
マ
　
会
顧
問
）
に
務
め
て
い
た
だ
き
、
　

植
え
る
と
い
う
の
は
い
か
り
で

，
し

‐
‘‥
´
Ｊ
ン
‘
―
ラ
Ｔ
‡

．
　
無
事
着
工
の
運
び
と
と
な

っ
て
お

　

ょ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
東
久

・

東
久
留
米
稲
門
会
の
発
足
を
心

　

り
ま
す
。
榎
本
先
生
は
偉
大
な
る
　

留
米
稲
門
会
が
ま
す
ま
す
ご
発
展

か
ら
お
祝
い
中
し
上
げ
た
い
と
存

　
功
労
者
で
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
の
道
を
歩
ま
れ
ま
す
よ
う
心
か
ら

じ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
き
ほ
ど
安
宅
会
長
さ
ん
か
ら

　

祈
念
致
し
て
お
り
は
泣
。

を
上
げ
る
②
定
年
制
の
な
い
地
域

稲
門
会
の
活
動
の
中
で
心
の
故
郷

づ
く
り
を
道
め
る
③
学
費
値
上
げ

も
限
界
に
近
い
大
学
の
財
政
を
校

友

一
人

一
人
が
支
え
て
い
く
シ
ス

テ
ム
を
つ
く
る
―
な
ど
で
す
。
ど

う
ぞ
校
友
会
に
対
し

一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
入
会
の
ご
案
内
☆

早
稲
田
を
思
い
、
東
久

留
米
を
搭
る
新
設
、
稲
門

会

へ
の
ご
入
会
を
お
待
ち
、

し
て
い
ま
す
。

年
会
費
三
千
円
。
入
会

金
不
要
．
親
睦
を
図
る
事

・業
、
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

は
順
次
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
は
宙
７６

・
５
４
３

２
高
嬌
脚
動

，
事
落
樫
留
長
へ
。

当
稲
門
会
の
リ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ

ン
部
と
組
織
部
は
ま
ず
六
月
二
十

四
日

〔土
）
に

「
鎌
倉
古
都
散
策

の
会
」
＝
写
真
＝
を
催
し
た
。
母

親
、
夫
人
同
伴
を
含
む
十
六
名
が

参
加
、
料
亭

「峰
本
」
で
夕
食
、

楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
た
。

ま
た
七
月
十
二
日

（日
）
に
は

:■ 国 日 1_

浦
和
ゴ
ル
フ
ク
ラ
プ
で
第

一
回
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
し
た
。
参
加

者
十
七
名
。
優
勝
し
た
横
田
治
彦

氏

（“
理
工
）
に
は
当
稲
門
会
長

杯
が
贈
ら
れ
た
。
二
位
は
太
田
晴

之
助
氏

（３２
政
経
）
、
三
位
は
市

川
英
雄
氏

（３３
政
経
）
だ

っ
た
。

今
秋
、
第
二
回
の
コ
ン
ペ
を
予
定入会.つ乞

％

年

度

の

事

業

計

画

５

部

門

別

に

決

ま

る

１
　
当
稲
門
会
で
は
五
月
十
九
日
幹

事
会
を
開
き
、
当
面
の
事
業
活
動

計
画

に
つ
い
て
五
部
諾
口
別

に
次
の

通
り
確
認
し
た
。

▽
組
織
・部
よ

Ψ
禾
加
・入
者
の
加
入

促
進
②
女
性
会
員
の
拡
大
③

連
絡
網
の
整
備

▽
財
政
部
ｌ
①
年
間
予
算
の
作
成

　ヽ
　
②
泣
替
金
の
鳳
済
計
画

ゃ

ゞ
れ
Ｖヽ
リ
ク、り
、
―
シ
ョ
ン
部
レ
ハ
）会

員
の
親
睦
を
深
め
る
プ

ロ
グ

ラ

ム

の
本
当
日
開

発

′

▽
文
化
事
業
部
１１
０

「文
化
講
演

・

会
」
開
催

▽
広
報
部
卜
①
会
報

「社
の
西
北

・

」
の
年

一
回
発
行
②
葉
書
に

よ
る
当
稲
薗
］会
活
動

ニ
ュ
ー

一

rヽお →‐
iT'T硼

よフイイ、

崩密が動,第多 /

ffiffio*t -tt/,2.2 24
ヽ

ル
ヽ

今春の「東久留米稲門会・設立総会」

に出席 した早稲田OGは 5名。「10数人

はきてもらえると思ったのに。
1¬

Fにせポ
ーイスカウトが女の子を入団させたり、

1女子大が共学になる時代。もっと女性の

1声をこの会にも反映させなくちゃ」とい、

|う 意見が多かった。近く婦人部を新設し

での

ズ

「
東
稲
爛
信
」
の
年
四
回

すま

発
行

，

「
・ ロ
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